
様式１

一般会計

令和４年度予算見積額 13,699,553 千円

令和３年度当初予算額 11,599,663 千円

差 引 増 減 額 2,099,890 千円

対 前 年 度 比 率 118.1 ％

県営林事業特別会計

令和４年度予算見積額 239,934 千円

令和３年度当初予算額 230,941 千円

差 引 増 減 額 8,993 千円

対 前 年 度 比 率 103.9 ％

林業・木材産業改善資金助成事業特別会計

令和４年度予算見積額 1,303,228 千円

令和３年度当初予算額 1,303,465 千円

差 引 増 減 額 -237 千円

対 前 年 度 比 率 100.0 ％

土地取得事業特別会計

令和４年度予算見積額 1,377 千円

令和３年度当初予算額 1,270 千円

差 引 増 減 額 107 千円

対 前 年 度 比 率 108.4 ％

令和４年度林業振興・環境部予算見積総括表

（注）上記には、人件費を含まない。



○

○

○

○

○

○

○

○

令和４年度 林業振興・環境部予算見積の概要

１ 令和４年度予算の基本的な考え方

 林業分野については、「第４期高知県産業振興計画」に掲げる目標達成に向け、川上から川下、担
い手対策などの施策を総合的に展開し、国産材への需要の高まりに対応します。
 環境分野については、2050年のカーボンニュートラルの実現に向けた取組を強化し、「脱炭素社
会」の実現を目指します。加えて、「循環型社会」、「自然共生社会」の実現に向けた施策を着実に
推進します。
  また、各分野とも「デジタル化」、「グリーン化」、「グローバル化」の観点から、それぞれ強
化を図ります。

 「原木生産の拡大」においては、森林資源情報等のクラウド化により行政や民間の事業体が利活用
できるシステムを構築するとともに、新たに開発された先端林業機械の実践・実証に取り組みます。
加えて、現場における原木生産データの有効活用に向けた仕組みづくりなど、スマート林業の取組を
強化します。
 また、再造林の促進については、関係者との連携による取組の活性化とともに、造林作業の効率化
を進めます。

 「木材産業のイノベーション」、「木材利用の拡大」においては、品質の確かなJAS製品等の生産

体制のさらなる強化に向けて、製材事業体の加工力強化や協業化に向けた取組を進めます。

 さらに、原木安定供給ための協定取引への支援とあわせて、サプライチェーンマネジメントを構築

するために、林業事業体や製材事業体で構成する協議会の取組を支援します。

 また、製材事業体におけるトライアル雇用を支援し、木材加工分野の雇用を促進します。

 「担い手の育成・確保」においては、新たに設置する「森のコンシェルジュ」による就業希望者へ

のきめ細かな相談体制の整備や体験講習を実施するとともに、市町村との連携による新規就業に向け

たＯＪＴ研修を支援し、マッチングから就業までの取組を強化します。

 「豪雨災害・国土強靱化対策」においては、山地災害からの早期復旧や、災害時には代替路として

の機能を有する林道整備を推進するとともに、再造林や間伐などの森林整備により公益的機能の向上

を図ります。

 「地球温暖化対策の進んだ脱炭素社会づくり」においては、今年度策定する高知県脱炭素社会推進

アクションプランを着実に実行していくために、太陽光発電設備や急速充電設備の導入支援、グリー

ンＬＰガスの生産技術確立への参画等に取り組みます。

 また、県民や事業者とともに、オール高知での脱炭素社会づくりを目指した取組を進めるための普

及啓発を強化します。

 「環境への負荷が少ない循環型社会」においては、新たな管理型産業廃棄物最終処分場の整備につ

いて、整備・運営主体である（公財）エコサイクル高知に対して、必要な整備費用を負担します。ま

た、佐川町が実施する地域振興策、周辺安全対策について、県と町が締結した協定書に基づき、事業

実施に必要となる費用を支援します。

 「自然環境の保全が図られた自然共生社会」においては、四国カルスト県立自然公園では探勝路を

整備し、自然公園の魅力アップに取り組みます。また、牧野植物園では、磨き上げ整備基本構想に基

づき、新しい研究棟の整備等に取り組みます。

様式２



単位：百万円
（ ）内は一般財源

主な増減理由

4,381 4,013 368

932 869 63

635 660 ▲ 25

571 471 100

24 24 0

7,038 6,661 377

347 95 252

885 463 422

2,011 957 1,054

1,544 1,602 ▲ 58

13,700 11,600 2,100

２ 令和４年度一般会計予算見積額

項目 R4当初
見積額

R3当初
予算額

増減
(R4 - R3）

（989） （920） （69）

（106） （85） （21）

（421） （402） （19）

（376） （348） （28）

（24） （21） （3）

（745） （749） （▲ 4）

（250） （67） （183）

（409） （346） （63）

（802） （572） （230）

（1,360） （1,387） （▲ 27）

（4,744） （4,152） （592）

1．原木生産の拡大 ・林道の開設・改良等にかかる事業費の増389
（▲10）

2．木材産業のイノベーション ・木材加工設備導入の増加による事業費の増57（0）

3．木材利用の拡大（建築士
等への戦略的アプローチ）

・事務事業見直しによる事業の廃止▲30（０）

4．担い手の育成・確保

・新たな林業研修制度の新設及び森のコンシェルジュの配
置による事業費の増70(29)
・森林研修センターの空調施設整備による事業費の増40
（40）

5．中山間対策（特用林産の
振興）

6．豪雨災害・国土強靱化対策 ・林道の開設・改良等にかかる事業費の増389
（▲10）

7．地球温暖化対策が進んだ脱
炭素社会づくり

・民間事業者への太陽光発電設備設置支援等グリーン化
関連事業費の増252（183）

8．環境への負荷の少ない循環
型社会づくり

・新たな管理型最終処分場の整備にかかる事業費の増
357（▲4）
・衛生環境研究センターの備品導入にかかる事業費の増
67（60）

9．自然環境の保全が図られた
自然共生社会づくり

・牧野植物園の磨き上げ整備にかかる事業費の増950
（199）
・カルスト自然探勝路整備にかかる事業費の増101
（13）

10．その他事業 ・森林整備公社への貸付金の減▲28（▲28）

部　合　計



　　
森林計画策定事業費(森林クラウド整備等委託料) 

２３，２５４千円 (０千円)
 [０千円 (０千円)]

 　森林資源データや林地台帳共有システム等のクラウド化による新規システムの整備及び運用を行
います。

森林情報活用促進事業費(森林情報デジタル化推進委託料)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１，５１７千円 (０千円)

 [０千円 (０千円)]
　航空レーザ計測の解析データを活用し、路網データの構築や資源データの更新を行うとともに、事
業体で森林クラウドの活用等の実証作業を行い、機能強化の検討を進めます。　

木材安定供給推進事業費
　　原木のさらなる増産及び新たな技術の導入による収益性の向上並びにスマート林業を推進す　
　るために必要な経費に対して支援します。

　　(高性能林業機械等整備補助金) 
１２５，３０５千円  (４５，２８４千円)
[７１，１７２千円 (３８，７２５千円)]

　　　製材工場等へ供給する原木を増産するため、高性能林業機械の導入（購入、リース）、林
　　業機械のレンタルを支援します。

　　■補助率：１/２以内、１/３以内
　　　　　　　　　　※SCM構築に取り組む地域は６/１０以内
　　　　　　　　　　
　（新しい林業実証・実践等事業費補助金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４，５００千円 (４４，５００千円)
[０千円 (０千円)]

　　森林資源の循環利用を進めていくため、林業経営における収支のプラス転換を可能とする「新
　　　しい林業」の実現に向け、新たな技術の導入により収益性の向上を図るために必要な経費に　
　　  対して支援します。

　■補助率：定額　（先端機械実証データ取得）
　　　　　　　 　１/２以内　（作業システム向上実践支援、SCM構築支援）　　
　　　

　　　　（スマート林業等研修会）　　　　　　　　　　　　　　
　　　６５７千円 (６５７千円)

 [０千円 (０千円)]
　　　原木生産データの活用や最新機械の検証などに係る技術研修を開催し、先端技術の機能や　
　　知識の習得を図り、現場にフィードバックさせていくことでスマート林業を推進します。

１．原木生産の拡大（１／２）

令和４年度　林業振興・環境部の施策のポイント
様式３

※()は一般財源、[]は令和３年度当初予算
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造林事業費(造林事業費) 

１，１０７，６１２千円(２７９，０７３千円)  
[１，１０８，６４２千円 (２７９，０７３千円)]

　　森林の持つ公益的機能が効果的に発揮されるよう森林の整備を支援します。

　　■補助率：４/１０以内

森林資源再生支援事業費(森林資源再生支援事業費) 
１２５，５６３千円(１２５，５６３千円)  

[１０７，０９８千円 (１０７，０９８千円)]
　森林資源を再生させることで、森林の多面的機能を高めるとともに、森林資源の循環利用を図る
ための再造林等を支援します。併せて、再造林促進のための意見交換会を開催します。

　　■補助率：①再造林及び附帯施設（防護ネット、保護カバー）：22%以内
　　　　　　　　　　（コンテナ苗を使用する再造林は27%以内）
　　　　　　　　　 ②隔年下刈り：27%以内
　　　　　　　　　 ③再造林推進活動：定額（同意取得活動7,200円/haほか）
　　　　　　　　　 ④林地残材等搬出：定額（600円/㎥）

緊急間伐総合支援事業費(緊急間伐総合支援事業費) 
６５，０００千円(４５，０００千円)  

[６８，０００千円 (４５，０００千円)]
　　森林の公益的機能を高めるため、未整備のまま高齢林へと移行している人工林の間伐を支援
　 します。

　　　■補助率：定額

　

　

１．原木生産の拡大（２／２）

県産材外商推進対策事業費(県産材需要拡大サポート事業委託料)
５９，８７３千円(２９，９３７千円) 

 [５９，９５１千円(２９，９７６千円)]

    県産材の地産外商の拡大を目指し、県内企業をサポートするTOSAZAIセンターの業務を（一
社）高知県木材協会に委託します。その中で、関西連携による新たな土佐材発信拠点を設置し、
土佐材の常設展示及び商談等を実施します。

２．木材産業のイノベーション（１／２）

拡

拡

拡

拡



県産材加工力強化事業費補助金
　県内製材事業体の加工力の維持、増進に必要な加工技術者等の育成や製材関連施設の導
入に対して支援します。

（加工力強化推進事業）
５，２５０千円(５，２５０千円)  

[４，０００千円 (４，０００千円)]
   県内製材工場に対する専門家の助言や技術の向上に必要な研修を支援するとともに、新たに
木材加工事業者が、常用雇用へ移行することを目的として行う、３ヶ月間の試行的な雇用に対して
支援します。
　また、持続可能な経営を認証された森林から産出される木材や木材製品を分別し、認証材として
表示管理できる流通・加工過程の認証取得に要する経費を支援します。

　■補助率：１／２以内、１／３以内

（加工力強化整備事業）
３４，２７０千円(３４，２７０千円) 

 [１８，２００千円 (１８，２００千円)]

   製材工場の加工力向上等に必要な施設の導入を支援します。新たに、４者以上が共同利用
する施設の導入については、補助率を嵩上げして支援します。

　■補助率：１／２以内、１／３以内
　　　　　　　　　４者以上の共同利用の場合は７／１０以内

（サプライチェーンマネジメント推進事業）
３，６００千円(３，６００千円)  

[０円 (０円)]
　 川上から川中、川下までのサプライチェーンを構築し、県産材を安定的に供給するため、ＳＣＭ
推進フォーラムが行う事業者のマッチングや、令和４年度に稼働する新工場でのサプライチェーンマネ
ジメントの構築を支援します。

　■補助率：定額

（原木安定取引推進事業）
１０，０００千円(１０，０００千円)  

[０円 (０円)]
　強固なサプライチェーンの構築を目指して、四半期毎に価格や取引量を規定する「クオーター制
度」など、厳格な協定に基づき安定取引を進める事業者を支援します。

　■補助率：1，０００円／m3

２．木材産業のイノベーション（２／２）　
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土佐材販売力抜本強化事業費(県産材共同輸送推進事業費補助金)

１５，２９１千円 (１３，８１５千円)
 [１０，９９３千円 (９，９２４千円)]

　　　　原木の増産と木材加工力の強化により、増加する土佐材製品を県外で大規模に販売するた
　　　 めの仕組みづくりを支援します。
　　　
　　　　■補助率：定額

県産材輸出促進事業費(グローバル産地づくり推進事業費補助金)
７，０００千円 (０千円)

 [０千円 (０千円)]
　　　 海外市場のニーズ、需要に応じたロットの確保など、輸出に向けた産地づくりを支援します。 

　　　　■補助率：定額

オリンピック・パラリンピック東京大会県産材活用事業費
(オリンピック・パラリンピック東京大会県産材活用事業委託料)

１６，９１９千円 (１６，９１９千円)
 [２，４４８千円 (２，４４８千円)]

　　　　東京オリンピック・パラリンピック大会の選手村ビレッジプラザ解体後に返却された木材をレガシーと
　　　して活用するための加工を委託します。

　　

３．木材利用の拡大（建築士等への戦略的アプローチ）　
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４．担い手の育成・確保
　　

林業労働力確保支援センター事業費
（林業労働力確保支援センター事業費補助金）

３８，４５４千円 (２８，６３２千円)
 [３０，１２７千円 (２５，０９２千円)]

※うち山の担い手育成・確保促進事業　９，９５０千円
(５，２８５千円) 

　 林業に対する理解を深め就業につなげるため、林業就業ガイド冊子の作成やSNSを活用した
CM配信、林業体験研修等を開催します。

　■補助率：定額

林業労働力確保支援センター事業費（森のコンシェルジュ業務委託料）
７，９８９千円 (０千円)

 [０千円 (０千円)]
　 林業労働力確保支援センター内に「森のコンシェルジュ」を配置し、就業希望者のニーズに対応し
たきめ細かな支援を行い、林業就業者の確保を図ります。

森林整備担い手確保育成対策事業費(林業研修支援事業費補助金） 
５０，６００千円 (０千円)

 [０千円 (０千円)]
 　　　　林業就業者の育成・確保を加速させるため、林業への就業を希望するものに対し、ＯＪＴを主
　　　体とした１年間の技術研修制度を創設し、研修生を受け入れる市町村及び事業体を支援します。

　　　　■補助率：１/２以内

小規模林業推進事業費（小規模林業アドバイザー派遣等事業費補助金）
６，１５６千円 (６，１５６千円)

 [(６，０５０千円) (６，０５０千円)]
　 継続的に活動している方々への安全装備の導入を支援します。

　■補助率：定額、１/２以内

新

　　
特用林産振興対策事業費(特用林産物成長拡大支援事業費) 

９，９４９千円 (９，９４９千円)
 [(９，１６６千円) (９，１６６千円)]

　　　 特用林産物の振興により中山間地域の活性化を図るため、特用林産物の主要な品目ごとに県
　　内の組織づくりに取り組むとともに、地産外商に向け、展示会等への出展を支援します。

５．中山間対策（特用林産の振興）

新

拡

新

拡



　新エネルギー導入促進事業費(県有施設太陽光発電設備等設置調査委託料) 
３０，０００千円  (２０，０００千円)

[０千円 (０千円)]　
　　県有施設に自家消費型太陽光発電設備等を計画的に導入するための基礎調査を実施します。

　新エネルギー導入促進事業費(急速充電設備設置工事請負費) 
４２，３４９千円 (２１，１７５千円)

[０千円 (０千円)]　
　　県立施設にＥＶ（電気自動車）向けの急速充電設備を整備します。
　
　新エネルギー導入促進事業費　
　　エネルギーの再エネ化を目指し、県内事業所等の太陽光発電設備等の導入を支援します。

　　(太陽光発電設備等導入事業費補助金)
　　５０，０００千円 ( ２５，０００千円)

[１５，０００千円 (１５，０００千円)]
　　　県内事業所の自家消費型太陽光発電設備等の導入を支援します。
　　　　■補助率：１/３以内（補助限度額　５，０００千円）

　　(ＰＰＡモデル太陽光発電設備等導入事業費補助金)
４０，０００千円  (４０，０００千円)

[０千円 (０千円)]　
　　　県内事業者のＰＰＡモデルによる太陽光発電設備等の導入を支援します。
　　　　■補助率：１/３以内（補助限度額　５，０００千円）

　　(住宅用太陽光発電導入促進事業費補助金) 
１０，０００千円 ( ５，０００千円)

[０千円 (０千円)]
　　　県産材を使用した木造住宅の建築に併せた太陽光発電設備の導入を支援します。
　　　　 ■補助率：定額（１００千円）

　　
治山・林道・造林事業、林道・林地災害復旧事業
　　　　　　　　　　　　　　　　（治山・林道・造林事業、林道・林地災害復旧事業）　

　　　　　　　　　　　　　  ５，７０４，０５５千円 (４２８，２５４千円)
 [５，４２３，２４７千円 (４４４，４７２千円)]　　　　　　　　　　　　　　　　 

 　山地災害からの復旧や、災害に強く災害時には代替路として機能を有する林道整備を推進す
るとともに、再造林や間伐などを実施することで森林の公益的機能の向上を図ります。

６．豪雨災害・国土強靱化対策

次
世代

新
グリ
ーン

グリ
ーン

7．地球温暖化対策が進んだ脱炭素社会づくり（１／３）

新
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次
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新
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　新エネルギー導入促進事業費(急速充電設備設置事業費補助金) 
２４，０００千円 (１２，０００千円)

[０千円 (０千円)]　
　　県内の観光施設等へのＥＶ（電気自動車）向けの急速充電設備の導入を支援します。
　
　　　■補助率：１／３以内（補助限度額２，４００千円）

　新エネルギー導入促進事業費(水素供給設備設置事業費補助金) 
５０，０００千円  (５０，０００千円)

[０千円 (０千円)]　
　　民間事業者のＦＣＶ（燃料電池車）等のための水素供給設備の導入を支援します。
　　
　　　■補助率：定額（補助限度額５０，０００千円）
　
　グリーン化をテーマにした産業振興（グリーンLPガス生産プロジェクト関連）

４，６２３千円　(３，２２３千円)
[０千円 (０千円)]

　　本県の木質バイオマスやマリンバイオマス（海藻等）等の資源を活用したグリーンＬＰガスの地産地
　消を目指し、生産技術開発やバイオマス資源供給システムの確立に向け、産学官によるプロジェクトを
　立ち上げます。また、シンポジウム等を活用し取組の周知を図ります。
　
　　　◇エネルギー導入促進事業費（事務費)
　　　◇地球温暖化対策推進事業費（シンポジウム開催委託料）　
　　　[参考]漁場環境保全事業費（藻場分布調査委託料）【水産振興部】

９，９４４千円 (９，９４４千円)[０千円 (０千円)]
                 水産振興部において、県内沿岸域の藻場分布調査を実施し、実態把握を行います。

　地球温暖化防止県民会議推進事業費(県民会議推進事業実施委託料) 
７，７８６千円 ( ６，８７９千円)
[７，２８８千円(７，２８８千円)]　

　　脱炭素社会の実現を目指し、若年層の人材育成の強化や脱炭素につながる社会づくりに取り組む
　事業者の脱炭素宣言など、オール高知で取組を進めます。

地球温暖化対策普及啓発事業推進費(web版環境パスポートシステム構築委託料) 
６，６００千円  (６，６００千円)

[０千円 (０千円)]
　　県民の脱炭素につながる行動を促す仕組みをつくるため、環境負荷を見える化するシステムの構築を
　します。

　地球温暖化対策推進事業費(県有施設充電設備設置基礎調査委託料) 
２，６４０千円 ( １，３２０千円)

[０千円 (０千円)]　
　　公用自動車の電動化を進めるため、県有施設（出先機関）への充電設備の設置に係る基礎調
　査業務を実施します。 

7．地球温暖化対策が進んだ脱炭素社会づくり（２／３）
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　地球温暖化対策推進事業費(脱炭素社会推進普及啓発事業委託料) 

１５，２７８千円 ( ８，６７８千円)
[０千円 (０千円)]　

 　　脱炭素社会推進アクションプランの取組を推進するため、普及啓発活動を実施します。

　環境マネジメントシステム推進費(空調自動制御装置設置委託料) 
２，６４０千円 ( ２，６４０千円)

[０千円 (０千円)]　
　　 さらなるCO2排出量の削減を目指し、年間使用料の削減効果が見込まれる県有施設（出先機
　 関）に、空調の自動制御装置を導入します。

高知県版J-クレジット制度等運営事業費
(オフセット･クレジット認証センター運営等委託料) 

７，５６８千円  (７，５６８千円) 
[３，８６４千円(３，８６４千円)]　

　　高知県版J-クレジット制度事務局の運営や、販売促進に取り組みます。

オフセット・クレジット普及推進事業費(普及推進ツール作成等委託料) 
３，０５６千円(３，０５６千円)  

[０千円 (０千円)]　
　　オフセット・クレジット普及推進のためのホームページやパンフレットを作成します。

7．地球温暖化対策が進んだ脱炭素社会づくり（３／３）

新
グリ
ーン

新たな管理型最終処分場設置推進事業費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(新たな管理型最終処分場設置推進事業費) 

６３６，２９４千円(１８８，２８９千円)  
[２８１，９１７千円 (１９１，９１２千円)]　

　 施設整備・運営主体である（公財）エコサイクル高知に対して、施設本体工事等に係る費用
を負担します。
　 また、佐川町が実施する地域振興策、周辺安全対策について、県と町が締結した協定書に基
づき、事業実施に必要となる費用を支援します。

8．環境への負荷の少ない循環型社会づくり
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9．自然環境の保全が図られた自然共生社会づくり
　　

牧野植物園磨き上げ整備事業費（牧野植物園磨き上げ整備事業費）
１，０７８，５４６千円(１４８，４６１千円) 

 [２３２，６２７千円 (２９，０７１千円)]
　 牧野植物園磨き上げ整備基本構想に基づき、レストラン等を備えた新しい研究棟を整備し、園
の駐車場を拡張するほか、南園の再整備、長江圃場の高台移転に向けた設計を進めます。

　　

　　自然公園等リフレッシュ事業費（カルスト自然探勝路整備工事請負費）
７４，５２８千円(７，５２８千円) 

 [１２，８２６千円 (３，８２６千円)]
　 歩行者のみならず、電動自転車や車椅子利用者も雄大な自然の散策を楽しめるよう、四国カル
スト県立自然公園内の自然探勝路を再整備します。


